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3　はじめに

は
じ
め
に

　

本
書
に
は
三
人
の
主
人
公
が
い
る
︒

　

そ
れ
は
︑
筑
紫
哲
也
︑
原
田
啓
介
︑
渋
谷
正
芳
の
三
人
だ
︒

　

と
り
わ
け
大
役
を
担
っ
て
も
ら
う
筑
紫
は
︑
一
九
三
五
︵
昭
和
一
〇
︶
年
に
大
分
県
日
田
郡
小
野
村

︵
現
日
田
市
︶
で
生
ま
れ
︑
二
〇
〇
八
︵
平
成
二
〇
︶
年
に
没
し
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
だ
︒
早
稲
田
大
学
を

卒
業
し
朝
日
新
聞
社
に
入
る
と
︑
政
治
部
記
者
や
ワ
シ
ン
ト
ン
特
派
員
︑
雑
誌
﹃
朝
日
ジ
ャ
ー
ナ
ル
﹄
編

集
長
と
し
て
腕
を
鳴
ら
し
︑
一
九
八
九
︵
平
成
元
︶
年
か
ら
Ｔ
Ｂ
Ｓ
に
請
わ
れ
﹃
筑
紫
哲
也
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
23
﹄

の
メ
ー
ン
キ
ャ
ス
タ
ー
と
な
る
︒
平
日
夜
に
全
国
放
送
さ
れ
た
ニ
ュ
ー
ス
番
組
の
顔
を
二
〇
年
近
く
務
め

た
往
時
の
筑
紫
に
は
︑﹁
ほ
と
ん
ど
の
日
本
人
が
知
っ
て
い
る
﹂
と
言
い
切
れ
る
知
名
度
が
あ
っ
た
︒

　

原
田
は
一
九
五
八
︵
昭
和
三
三
︶
年
︑
筑
紫
と
同
じ
日
田
市
で
生
ま
れ
る
︒
高
校
卒
業
後
︑
京
都
で
の

フ
リ
ー
タ
ー
生
活
な
ど
を
経
て
︑
五
二
歳
か
ら
三
期
一
二
年
に
わ
た
り
日
田
市
長
を
務
め
た
︒

　

渋
谷
は
日
田
市
に
隣
接
す
る
大
分
県
山や
ま

国く
に

町ま
ち

︵
現
大
分
県
中
津
市
山
国
町
︶
で
一
九
七
〇
︵
昭
和
四
五
︶
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4

年
に
生
ま
れ
た
︒
町
職
員
と
し
て
働
い
て
い
た
郷
里
の
山

国
町
は
二
〇
〇
五
︵
平
成
一
七
︶
年
の
﹁
平
成
の
大
合
併
﹂

で
中
津
市
に
編
入
さ
れ
︑
以
後
は
中
津
市
職
員
と
し
て
農

業
政
策
や
観
光
振
興
に
尽
力
す
る
︒

　

筑
紫
と
原
田
の
年
齢
は
お
よ
そ
ふ
た
回
り
︑
原
田
と
渋

谷
は
ひ
と
回
り
離
れ
て
い
る
︒
年
齢
も
経
歴
も
知
名
度
も

異
な
る
三
人
の
人
生
は
︑
あ
る
一
本
の
糸
で
結
ば
れ
て
い

た
︒

　

そ
れ
は
︑﹁
自
由
の
森
大
学
﹂︒

　

一
九
九
四
︵
平
成
六
︶
年
か
ら
二
〇
〇
六
︵
平
成
一
八
︶

年
ま
で
︑
日
田
市
で
毎
月
開
か
れ
て
い
た
市
民
大
学
だ
︒

日
田
出
身
の
筑
紫
は
︑
発
案
者
の
原
田
ら
故
郷
の
若
者
た

ち
の
求
め
に
応
じ
て
そ
の
学
長
を
務
め
る
︒
原
田
は
初
代

の
実
行
委
員
会
委
員
長
で
︑
渋
谷
は
最
後
の
実
行
委
員
長

だ
っ
た
︒

原田啓介さん� 渋谷正芳さん� （いずれも筆者撮影）
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5　はじめに

　

新
聞
︑
雑
誌
︑
テ
レ
ビ
と
メ
デ
ィ
ア
を
横
断
し
て
活
躍
し
た
筑
紫
は
顔
が
広
か
っ
た
︒
そ
の
筑
紫
に
口

説
か
れ
た
数
多
く
の
著
名
人
が
︑
九
州
の
へ
そ

0

0

に
位
置
す
る
日
田
に
足
を
延
ば
す
︒

　

宮
本
亞
門
︑
立
松
和
平
︑
椎し
い

名な

誠
︑
阿
川
佐
和
子
︑
岩
國
哲て
つ

人ん
ど

︑
三
枝
成し
げ

彰あ
き

︑
倉
本
聰
︑
平
山
郁
夫
︑

加
藤
登
紀
子
︑
立
花
隆
︑
永
六
輔
︑
小
沢
昭
一
︑
山
田
洋
次
︑
ド
ナ
ル
ド
・
キ
ー
ン
︑
五
木
寛
之
︑
岸
田

今
日
子
︑
林
真
理
子
︑
宮
崎
駿は
や
お︑
美
輪
明
宏
︑
谷
川
俊
太
郎
︑
石
井
竜た
つ

也や

︑
吉
永
小
百
合
︑
養
老
孟た
け

司し

︑

野
村
萬
斎
︑
安
藤
忠
雄
︑
立た
て

川か
わ

談
志
︑
内
橋
克か
つ

人と

︑
森
毅つ
よ
し︑
佐
木
隆
三
︑
糸
井
重
里
︑
瀬
戸
内
寂
聴
︑

中
村
哲
︑
村
田
喜
代
子
︑
日
比
野
克
彦
︑
中
村
勘
九
郎
︵
五
代
目
︶︑
森
永
卓
郎
︑
櫻
井
よ
し
こ

│
︒

　

豪
華
で
多
彩
な
講
師
陣
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
︑
受
講
生
は
一
二
年
の
開
講
期
間
で
延
べ
約
一
万

五
八
〇
〇
人
を
数
え
た
︒

　

彼
ら
の
試
み
に
よ
っ
て
︑
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
直
後
の
小
さ
な
地
方
都
市
に
︑
一
時
︑
あ
る
種
の
文
化
的

な
営
み
が
確
か
に
植
え
つ
け
ら
れ
た
︒

　

し
か
し
︑
現
在
︒

　

九
州
の
地
理
的
な
中
心
に
あ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
︑
日
田
は
︑
き
っ
と
東
北
の
︑
北
陸
の
︑
四
国
の
︑

い
や
︑
全
国
の
ほ
と
ん
ど
の
地
方
都
市
と
同
じ
よ
う
に
︑
あ
え
い
で
い
る
︒

　

止
ま
ら
な
い
少
子
高
齢
化
︑
低
迷
し
続
け
る
地
元
経
済

│
︒
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6

　

そ
れ
は
︑
日
田
の
中
心
部
か
ら
離
れ
た
旧

郡
部
ほ
ど
著
し
い
︒
行
政
の
屋
台
骨
は
軋き
し

み
︑

間
も
な
く
地
域
を
支
え
ら
れ
な
く
な
る
か
も

し
れ
な
い
︒

　

そ
の
予
兆
は
︑
自
由
の
森
大
学
発
足
時
か

ら
あ
っ
た
︒
筑
紫
を
は
じ
め
実
行
委
員
た
ち

は
︑
岐
路
に
立
つ
地
方
の
行
く
末
を
心
か
ら

案
じ
て
議
論
を
重
ね
た
︒

　

私
は
︑
福
岡
市
に
本
社
を
構
え
る
西
日
本

新
聞
社
の
記
者
と
し
て
二
〇
二
一
︵
令
和

三
︶
年
八
月
か
ら
丸
二
年
間
︑
日
田
支
局
に
赴
任
し
た
︒
そ
し
て
二
〇
二
二
︵
令
和
四
︶
年
一
月
︑
西
日

本
新
聞
大
分
県
版
に
全
一
〇
回
の
連
載
﹁
な
い
な
ら
つ
く
ろ
う　

筑
紫
哲
也
と
自
由
の
森
大
学
﹂
を
執
筆

す
る
︒

　

当
時
の
取
材
に
︑﹁
文
化
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
﹂
を
掲
げ
た
元
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
誰
も
が
目
を
細
め
て

自由の森大学事務所で笑顔の筑紫哲也さん（提供写真）
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7　はじめに

あ
り
し
日
を
振
り
返
っ
た
︒
今
回
︑
書
籍
と
し
て
書
き
下
ろ
す
に
あ
た
り
︑
改
め
て
多
く
の
人
た
ち
を
訪

ね
て
回
り
︑
私
な
り
に
考
え
を
巡
ら
せ
た
︒

　

私
は
冒
頭
︑﹁
本
書
に
は
三
人
の
主
人
公
が
い
る
﹂
と
書
い
た
︒
そ
れ
は
主
に
︑
筑
紫
︑
原
田
︑
渋
谷

と
い
う
立
場
も
年
齢
も
大
き
く
異
な
る
三
人
に
光
を
当
て
︑
自
由
の
森
大
学
と
い
う
レ
ン
ズ
を
通
し
て
現

在
も
続
く
地
方
の
諸
問
題
を
考
え
た
か
っ
た
か
ら
だ
︒
だ
が
も
ち
ろ
ん
︑
本
書
は
多
く
の
魅
力
的
な
登
場

人
物
が
活
躍
す
る
群
像
劇
で
も
あ
る
︒

　

こ
の
本
の
刊
行
︵
二
〇
二
六
=
令
和
八
年
︶
ま
で
に
自
由
の
森
大
学
の
開
講
か
ら
三
〇
年
あ
ま
り
の
時
が

流
れ
た
︒
そ
れ
は
︑
バ
ブ
ル
経
済
崩
壊
後
の
︑
こ
の
国
の
﹁
失
わ
れ
た
三
〇
年
﹂
と
ほ
ぼ
重
な
る
︒
人
体

に
譬た
と

え
る
な
ら
指
先
や
足
先
か
ら
壊え

死し

し
て
い
く
よ
う
に
︑
地
方
か
ら
崩
れ
て
い
く
こ
の
国
︒

　

病
魔
に
蝕む
し
ばま
れ
る
ば
か
り
の
地
方
で
︑
彼
ら
は
三
十
余
年
前
か
ら
︑
そ
し
て
い
ま
も
︑
足あ

搔が

き
続
け
て

い
る
︒
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大分県日田市と周辺MAP

図
版
制
作
／
夜
明
あ
さ
こ

福岡県

大分県

日田市

中津市
朝倉市

熊本県

前津江町

上津江町
中津江村

杷木

蜂の巣湖

大山町
筑後川

小国町

天瀬町

玖珠町

九重町

日田市中心部

小野
山国町

福岡県

山口県

大分県

宮崎県

熊本県長崎県

佐賀県
朝倉市

日田市

中津市

大分市

福岡市

北九州市

久留米市
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目
　
次

は
じ
め
に
　�

　

3

第
一
章
　「
水
郷
」
に
生
ま
れ
た
市
民
大
学
　�

　

14

二
〇
二
三
年
六
月
二
三
日
／
没
後
一
五
年
の
誕
生
パ
ー
テ
ィ
／
左
利
き
の
愛
煙
家
／

賢
く
て
優
し
い
、
ふ
く
よ
か
な
少
年
／「
こ
な
し
た
」
同
級
生
た
ち
／

軍
国
少
年
の
「
転
向
」／
風
流
人
に
誘
わ
れ
／
原
稿
料
は
小
鹿
田
焼
／
初
恋
の
恩
師
／

惚
れ
た
が
る
人
／
若
者
た
ち
／
そ
う
だ
、
京
都
に
行
こ
う
／
市
民
大
学
？　

ナ
ン
じ
ゃ
い
な
／

む
し
ろ
の
誓
い
／
市
町
村
合
併
を
見
据
え
て
／
絵
に
描
い
た
よ
う
な
好
青
年
／

早
稲
田
の
赤
本
に
「
筑
紫
哲
也
」／
あ
の
と
き
の
気
持
ち
は
…
…
／
語
ら
れ
な
い
過
去
／

一
家
総
出
で
支
え
た
／
ふ
た
つ
の
事
件
／
私
た
ち
が
い
な
け
れ
ば
、
で
き
て
な
い
／

自
由
ほ
ど
不
自
由
な
も
の
は
な
い
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第
二
章
　
文
化
に
よ
る
ま
ち
お
こ
し
　�

　

65

政
治
と
宗
教
に
関
わ
ら
な
い
／
ム
ツ
ゴ
ロ
ウ
さ
ん
も
顧
問
に
／

目
指
す
は
「
平
成
の
咸
宜
園
」／
く
ん
ち
ゃ
ん
／「
連
れ
シ
ョ
ン
」
の
出
会
い
／

亡
き
息
子
の
分
も
出
会
え
た
／
湯
布
院
に
泊
ま
れ
ま
す
／
開
講
を
飾
っ
た
「
時
の
人
」／

吉
永
小
百
合
が
や
っ
て
く
る
！
／
胸
ポ
ケ
ッ
ト
に
歯
ブ
ラ
シ
／
一
緒
に
写
り
ま
せ
ん
か
？
／

生
粋
の
戦
後
民
主
主
義
者
／
愛
さ
れ
た
元
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
／
優
柔
不
断
か
右
顧
左
眄
か
／

政
見
放
送
に
出
演
、
停
職
三
か
月
／
Ｔ
Ｂ
Ｓ
は
死
ん
だ
／
ス
タ
ッ
フ
を
鼓
舞
す
る
遊
び
心
／

君
臨
す
れ
ど
も
統
治
せ
ず
／
少
数
派
の
異
論
が
許
さ
れ
な
い
時
代
／
福
岡
政
行
を
使
う
な

第
三
章
　
ま
ち
お
こ
し
は
家
こ
わ
し
　�

　

113

特
別
講
座
／
日
田
と
中
央
が
リ
ン
ク
／
中
坊
公
平
、
菅
直
人

│
時
代
の
寵
児
を
招
き
／

サ
テ
ラ
イ
ト
日
田
／
鳴
り
や
ま
な
い
受
話
器
を
…
…
／
美
し
い
停
滞
／

捨
て
ら
れ
な
い
開
発
幻
想
／
事
務
所
は
不
夜
城
に
／
な
ん
で
こ
ん
な
に
頑
張
れ
る
の
？
／

「
多
事
争
論
」
を
実
践
し
て
い
た
／
三
行
半
／
そ
の
上
を
行
く
自
由
人
／
本
当
に
素
敵
な
人
／
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似
た
者
師
弟
の
絆
／
な
い
な
ら
つ
く
ろ
う
／
忘
れ
得
ぬ
宿
泊
客
／

み
ん
な
を
喜
ば
せ
よ
う
と
し
て
い
な
い
／
ネ
ク
ラ
が
ネ
ア
カ
に
／
シ
ン
ガ
ー
に
な
り
た
く
て
／

谷
川
俊
太
郎
の
「
予
言
」／
千
年
あ
か
り

第
四
章
　
平
成
の
大
合
併
　�

　

159

地
方
の
時
代
／「
生
活
の
質
」
の
充
実
を
／
近
代
国
家
＝
中
央
集
権
国
家
／

聖
域
な
き
構
造
改
革
／
合
併
へ
の
一
本
道
／
地
方
の
鼻
先
に
ニ
ン
ジ
ン
／
合
併
は
時
期
尚
早
／

合
併
反
対
派
を
巻
き
込
み
／
合
併
の
キ
ー
マ
ン
／
先
細
る
自
治
体
を
押
し
つ
け
る
？
／

あ
ん
た
た
ち
は
ク
ビ
じ
ゃ
／
閉
講
／
一
〇
期
目
で
辞
め
る

│
学
長
が
翻
意
／

続
け
て
く
だ
さ
い
じ
ゃ
な
い
。
あ
ん
た
た
ち
が
や
る
／
魅
力
が
薄
れ
た
？
／
日
常
に
帰
る
／

情
熱
だ
け
で
は
持
た
な
い
／
尋
常
な
ら
ざ
る
決
意
を
抱
き
／
地
方
の
若
者
の
抵
抗
運
動
／

日
田
市
名
誉
市
民
に
異
論
／
何
も
あ
り
ま
せ
ん
。
全
会
一
致
で
す
／
良
き
旅
立
ち
を
／

昆
虫
巡
査
／
大
分
の
す
べ
て
を
知
り
た
が
っ
た
／
愛
憎
半
ば
の
故
郷
／
危
な
い
咳
／

中
津
の
ス
ッ
ポ
ン
／
転
移
に
次
ぐ
転
移
／『
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
23
』
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
／
雨
の
千
年
あ
か
り
／

迷
い
の
な
か
で
／
役
場
の
仕
事
は
上
意
下
達
？
／
安
定
し
た
公
務
員
か
ら
…
…
／
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「
自
分
探
し
」
の
果
て
に
／
町
役
場
は
市
役
所
支
所
に
／
繰
り
返
さ
れ
る
豪
雨
災
害
／

抗
え
な
い
衰
退
／
独
立
自
尊
／
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を

終
　
章
　
筑
紫
哲
也
の
亡
き
後
も
　�

　

227

津
江
／
見
渡
す
限
り
の
山
と
杉
／
中
津
江
ホ
ー
ル
／
山
奥
で
過
ご
し
た
豊
か
な
時
間
／

地
域
で
唯
一
の
文
化
施
設
／
四
半
世
紀
で
人
口
半
減
／
た
っ
た
ひ
と
り
の
反
乱
／

寝
耳
に
水
の
解
体
方
針
／
地
域
課
題
を
自
ら
解
決
／
地
域
の
「
鼻
つ
ま
み
者
」
に
／

ア
イ
デ
ア
マ
ン
の
施
策
／
鎌
倉
時
代
か
ら
生
き
る
一
族
／
経
営
の
師
は
堤
清
二
／

山
奥
の
暮
ら
し
、
い
い
な
／
日
韓
Ｗ
杯
で
脚
光
／

学
校
の
統
廃
合
、
消
防
署
出
張
所
の
廃
止
方
針
も
／
辺
境
に
は
目
を
向
け
な
い
／

「
第
二
の
敗
戦
」／
風
向
き
は
変
わ
る
か
／
津
江
の
土
に
還
る
／
お
前
が
責
任
を
取
れ
／

日
田
市
特
有
の
問
題
意
識
／
住
民
自
治
の
可
能
性
／
災
害
市
長
／「
自
立
」
と
「
対
話
」／

文
化
は
箱
じ
ゃ
な
い
／
二
〇
二
三
年
七
月
九
日
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お
わ
り
に
　�

　

273

主
要
参
考
文
献
一
覧
　�

　

280

本
文
中
の
人
物
の
敬
称
は
、
原
則
省
略
し
た
。

資
料
の
引
用
は
原
則
と
し
て
旧
字
体
を
新
字
体
に
改
め
、
旧
仮
名
遣
い
は
マ
マ
と
し
た
。
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